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本資料には、現在入手している将来に関する、見通し・計画に基づく予測が含まれております。

実際の業績は、競合状況・為替の変動等に関わるリスクや、不確定要因により

記載の計画と大幅に異なる可能性があります。
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連結        6,874  (YoY + 5.0%)

 927   (YoY +1.2%)

日本 4.5 Ṿ ḭ8.8Ṿ

海外

株主還元 40 22

¸第3四半期累計期間では、売上高は過去最高更新。
¸業績予想進捗は、売上高、コア営業利益は進捗遅延。ボトムラインは順調に推移。

¸ペットケアは価値転嫁浸透で日本の業績を大きく牽引。
¸ウェルネスケア（マスク除き）、フェミニンケアの価値転嫁は順調に進み増収増益。
¸ベビーケアは価値転嫁効果で増収増益。収益性改善継続。

¸アジア地域 増収減益。インドが好調持続で増収増益。インドネシアはフェミニンケア好調持続。
減益は中国における業績低下が主要因。上期課題であったタイは改善傾向。

¸その他地域 増収増益。北米は好調継続。ブラジルは高成長持続で黒字定着。中東は改善。

¸自己株式取得について・・・取得上限額170億円を予定どおり取得（3,080 千株）。

5.3 Ṿ ḭ5.4 Ṿ
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‘22/12月期
3Q

¢23/12
3Q

増減額 増減率
（業績予想）
‘23/12月期

進捗率

売上高 6,545 6,874 +329 +5.0% 9,635 71.3%

コア営業利益
(利益率)

917
(14.0%)

927
(13.5%)

+11 +1.2%
(-0.5P)

1,410
(14.6%)

65.8%

税引前四半期利益
(利益率)

914
(14.0%)

1,010
(14.7%)

+96 +10.5%
(+0.7P)

1,375
(14.3%)

73.5%

親会社の所有者に帰属する四半期利益
(利益率)

525
(8.0%)

610
(8.9%)

+85 +16.2%
(+0.9P)

809
(8.4%)

75.4%

¸連結決算ハイライト
（1-9月）

USDレート(円) 128.05 138.11 +10.06 +7.9% 130.00 ―

中国元レート(円) 19.35 19.61 +0.26 +1.3% 19.20 ―

EBITDA 税引前四半期利益
              +減価償却費及び償却費

1,236 1,328 +92 +7.4% 1,795 74.0%

基本的1株当たり四半期利益(円) 88.10 102.99 +14.89 +16.9% 137.06 75.1%

（億円）
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¸コア営業利益推移(四半期別)

1Q
2019

2Q 3Q 4Q 1Q
2020

2Q 3Q 4Q 1Q
2021

2Q 3Q 4Q 1Q
2022

2Q 3Q 4Q 1Q
2023

2Q 3Q

1,822 1,779
1,949

291

338
362

（億円）（億円）

2,335

340

2,329

356

¸売上高推移(四半期別)
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（億円）

広告費 その他 原材料
関連

原価
その他

917 927

+20 -10 5

物流費 数量
効果

- 67

¢2212

3Q

 23 12

3Q

粗利益率

0.4P悪化

販売管理費率

0.1P悪化

+30-29 -25

価値転嫁

+194

販促費

- 8

¸コア営業利益増減（1-9月）
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‘22/12月期
3Q

¢23/12
3Q

増減額 増減率
（参考）
実質
増減率

日本
売上高

コア営業利益
(利益率)

2,207
415

(18.8%)

2,307
452

(19.6%)

+100
+36

+4.5%
+8.8%

(+0.8 P)

―
―

アジア
売上高

コア営業利益
(利益率)

3,163
399

(12.6%)

3,247
335

(10.3%)

+84
-64

+2.6%
-16.1%
( -2.3P)

-0.8%
-19.2%

その他
売上高

コア営業利益
(利益率)

1,175
101

(8.6%)

1,320
138

(10.5%)

+145
+37

+12.3%
+37.2%
(+1.9P )

+6.8%
+27.2%

連結
売上高

コア営業利益
(利益率)

6,545
917

(14.0%)

6,874
927

(13.5%)

+329
+11

+5.0%
+1.2%
(-0.5P)

+2.3%
-1.3%

※1 実質増減率は、為替変動を除く増減率 ※2 その他の主な地域は、北米、サウジアラビア、ブラジル、オランダ

※1

※2

【主要国 売上高 実質増減率】 ※管理会計ベース
中国 -10% インドネシア +5% タイ -6% インド +14% ベトナム -2% 中東 +7% 北米 +3% ブラジル +39%

¸所在地別セグメント情報（1-9月）
（億円）
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22.2%
20.9%

16.1%

20.3% 20.6%
18.8%

19.6%

10.2%

13.4% 12.6%

15.7% 16.1%

12.6%

10.3%

5.2% 5.3%
6.3%

10.2%
11.0%

8.6%

10.5%

14.3% 15.2%
13.0%

16.7% 17.0%
14.0%

13.5%

'17/3Q '18/3Q '19/3Q '20/3Q '21/3Q '22/3Q '23/3Q

日本 アジア その他 連結

※1 その他の主な地域は、北米、サウジアラビア、ブラジル、オランダ

¸所在地別 コア営業利益率（1-9月）
※1
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‘22/12月期
3Q

¢23/12
3Q

増減額 増減率

パーソナルケア
売上高

コア営業利益
(利益率)

5,602
792

(14.1%)

5,801
750

(12.9%)

+199
-42

+3.6%
-5.3%

( -1.2P )

ペットケア
売上高

コア営業利益
(利益率)

888
121

(13.6%)

1,013
175

(17.3%)

+125
+54

+14.1%
+44.6%
(+3.7P )

その他
売上高

コア営業利益
(利益率)

56
3

(6.1%)

60
2

(3.2%)

+4
-2

+7.4%
-44.3%
(-2.9P )

連結
売上高

コア営業利益
(利益率)

6,545
917

(14.0%)

6,874
927

(13.5%)

+329
+11

+5.0%
+1.2%
(-0.5P )

ṇ ḭ
צּ ḭ ḭ
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※1 その他は産業用資材関連商品等

¸事業別セグメント情報（1-9月）
（億円）

※1
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通貨 ‘22/12期3Qレート ¢23/123Q ṇ 増減率

中国(CNY) 19.35 19.61 +1.3%

インドネシア(IDR) 0.0088 0.0092 +4.5%

サウジアラビア(SAR) 34.17 36.87 +7.9%

タイ(THB） 3.70 4.01 +8.4%

インド(INR) 1.66 1.69 +1.8%

ベトナム(VND) 0.0056 0.0058 +3.6%

米国(USD) 128.05 138.11 +7.9%

オランダ(EUR) 135.95 149.62 +10.1%

台湾(TWD) 4.38 4.47 +2.1%

韓国(KRW) 0.1010 0.1063 +5.2%

マレーシア(MYR) 29.46 30.59 +3.8%

オーストラリア(AUD) 90.38 92.36 +2.2%

ブラジル(BRL) 25.01 27.62 +10.4%

エジプト（EGP） 7.15 4.51 -36.9%

¸通貨別変動推移（1-9月平均レート）
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【進捗状況】
¸ 売上高、コア営業利益はビハインドで推移。
¸ 第3四半期以降、価値転嫁浸透とコスト負担緩和は進行したが、中国の一時的な業績低下が課題。

【第3四半期トピックス】
¸ 前第4四半期を底に、粗利率は改善（前4Q 34.8% →1Q 35.1% →2Q 37.3% →3Q 38.0% ）。
¸ 日本ではマスクの減退はあったが価値転嫁浸透と拡大により想定以上の増収増益達成。
¸ 中国では6月の流通在庫増加の反動が想定以上に影響し業績低下。
¸ インド、ブラジル、北米ペットケアでは価値転嫁浸透でトップライン伸長と粗利率改善。
¸ インドでは、フェミニンケア、ウェルネスケアへの先行投資を進めるなか黒字定着。
¸ タイ、ベトナムでは出生数減少と競争要因の影響はあるものの業績は改善。

【業績予想達成に向けて】
¸ 第4四半期における日本、インド、インドネシア、ブラジルなどで価値転嫁の浸透と拡大を確実に実践。
¸ 外部環境に応じた商品価値（価格）と数量のバランスをとりながらトップライン伸長。
¸ 好調な日本は価値転嫁の浸透、拡大による持続的成長。
¸ 中国における適正なコストによる流通在庫消化促進を通じて市場シェア拡大。
¸ タイではフェミニンケアとウェルネスケアの構成比を向上、ベビーケアは高粗利商品を拡大。
¸ 資源価格の安定による原価低減。

連結        9,635  (YoY +7.3%)

 1,410  (YoY +17.9%)
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‘22/12月期 ¢23/12 増減額 増減率
（参考）
実質増減率

売上高 8,980 9,635 +655 +7.3% +8.4%

コア営業利益
(利益率)

1,196
(13.3%)

1,410
(14.6%)

+214 +17.9%
(+1.3P)

+18.1%

税引前当期利益
(利益率)

1,157
(12.9%)

1,375
(14.3%)

+218 +18.8%
(+1.4P)

親会社の所有者に帰属する当期利益
(利益率)

676
(7.5%)

809
(8.4%)

+133 +19.7%
(+0.9P )

基本的1株当たり当期利益(円) 113.61 137.06 +23.45 +20.6%

※1 実質増減率は、為替変動を除く増減率

¸連結決算ハイライト（1－12月）
※1

（億円）
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'14/12 '15/12 '16/12 '17/12 '18/12 '19/12 '20/12 '21/12 '22/12 '23/12E

配当金 自己株式取得 総還元性向

継続的な成長を実現するための事業投資を優先しつつ、中長期的な連結業績の成長に基づき、    
安定的かつ継続的な配当を実施し、自己株式の取得に関しても必要に応じて機動的に行うことで、
株主配当と自己株式取得と合わせて 50Ṿ に利益還元を図っております。

（億円）

50 %

¸株主還元政策
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12.7 14.8 16.0
20.0

24.0
28.0

32.0
36.0 38.0 40.0

'14/12 '15/12 '16/12 '17/12 '18/12 '19/12 '20/12 '21/12 '22/12 '23/12E

¸1株当たり配当金の推移(円)

※1 会計年度9ヶ月の変則決算

※1
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80

130 140 140
155 150

72

160 170 170

'14/12 '15/12 '16/12 '17/12 '18/12 '19/12 '20/12 '21/12 '22/12 '23/12E

¸自己株式取得の推移(億円)

※1

※1 会計年度9ヶ月の変則決算
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• 健康寿命延伸/QOL向上
• 性別や性的指向等により活躍が制限されない社会への貢献
• ペットとの共生
• 育児生活の向上
• 衛生環境の向上

• 「NOLA&DOLA」を実現するイノベーション
• 持続可能なライフスタイルの実践
• 持続可能性に考慮したバリューチェーンの構築
• 顧客満足度の向上
• 安心な商品の供給

• 環境配慮型商品の開発
• 気候変動対応
• リサイクルモデルの拡大
• 商品のリサイクル推進
• プラスチック使用量の削減

• 持続可能性を念頭においた経営
• 適切なコーポレート・ガバナンスの実践
• ダイバーシティマネジメントの推進
• 優れた人材の育成・能力開発
• 職場の健康と労働安全システムの構築
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ṇ  
2021 2022

全ての人が「自分らしさ」を実感し、日々の暮らしを楽しむことができる社会の実現に貢献する商品・サービスの展開を目指します。

健康寿命延伸/QOL
向上

どのようなときも、誰もが“自分らしさ”を実感して
暮らすことのできる社会の実現に 貢献する商品・
サービスの展開比率。

100% 継続 100% 継続 100% 2030年

性別や性的指向等に
より活躍が 制限され
ない社会への貢献

世界中全ての人が、性別や性的指向等によって制限
を受けることなく活躍できる社会 の実現に貢献する
商品・サービスの展開比率。
（一部の国・地域において残る女性への差別解消に
貢献する商品・サービスの展開 を含む）

100% 継続 100% 継続 100% 2030年

ペットとの共生
ペットが、家族はもちろん、地域に暮らす人々から
歓迎される社会の実現に貢献する商品・サービスの
展開比率。

100% 継続 100% 継続 100% 2030年

育児生活の向上
赤ちゃんと家族が、すこやかに、かつ、ほがらかに
暮らすことのできる社会の実現に貢献する商品・
サービスの展開比率。

100% 継続 100% 継続 100% 2030年

衛生環境の向上
一人ひとりの努力で、予防可能な感染症（接触感染、
飛沫感染）を抑制する活動に貢献する商品・サービ
スの展開比率。

100% 継続 100% 継続 100% 2030年

Ẋ ḱ נּ
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2030

100 %

üֿפ אל ADLṕ Ṗ טּ

כֿ︣פֿ צּ ךּ

ḱ

ףּ וֹפּ / וֹ /
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ṧ

ṧ

ךּ

1995年〜 2010年代〜
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Ẋ צּ אל ךּ

ü ךּ שּ ︣           

︡

ピンクリボン活動：
日本2023年で16年目

オンライン参加数：
インド約57.1万名
（2023年6月末時点）

ü ṇ

研修動画提供数：
約400の企業・団体
（2023年6月末時点）

2030

100 %

TikTok再生回数：
約600万回

（2023年6月末時点）
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Ẋ

ü ḭ ḭאל︡ ṇ ︣

ṇ ︢ ṇ

Ø HOKKAIDO NIPPONHAM FIGHTERS

ü ḱ ḱ ︡פּ

ṇ ḭ ףּ וֹפּ

קּ ṇ ṡGo with Ṣכֿ 

2030

100 %
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Ẋ

כḭֿ︣צּ פּ ḭּפ ḭ
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ü ṇ üטּ ḭ

צּ וֹ

ṕ Ṗ ṇ ṡ Ṣ

ØFujiko-Pro,Shogakukan , TV -Asahi,Shin -ei,and ADK

47都道府県
3,600ヵ所以上導入
（2023年6月時点）

2030

100 %
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ü ךּףּ ḭ

2030

100 %
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ṇ  
2021 2022

提供する商品・サービスを通じて、お客様の安全・安心・満足の向上と、社会課題の解決や持続可能性への貢献の両立を目指します。

「NOLA & DOLA」を実現
するイノベーション

さまざまな負担からの解放を促し、生きる楽しさを満足
することに貢献する商品・ サービスの展開比率。

100% 継続 100% 継続 100% 2030年

持続可能なライフスタイル
の実践

持続可能性に貢献する社内基準「SDGs Theme 
Guideline」に適合した商品・ サービスの展開比率。

100% ※ 10.5% 50% 2030年

持続可能性に考慮した 
バリューチェーンの構築

環境・社会・人権の観点を踏まえ、地域経済に
貢献する『地産地消』で調達した原材料を用いた商品・
サービスの展開比率。

開発継続中 開発継続中 倍増
（2020年）

2030年

顧客満足度の向上
消費者から支持を獲得している
（＝No.1シェア）商品・サービスの比率。

23.4% 23.6% 50% 2030年

安心な商品の供給
品質に関する新たな安全性の社内基準を設定し、
認証を付与した商品の比率。

100% 継続 100% 継続 100% 2030年

ṇ ḱ ḱ

29

Ẋ ḱ נּ

ẑ ṡ Ṣ 2021 ךּ ḭ פּ ︡ Ḯ
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Ṅּצ שּ פֿ
ṇ ṇ וֹ ṇ

30

ẊṡNOLA & DOLA Ṣ ︣ ṇ

ü ךּצּ ḭ ךּצּ טּ

ḭוֹ ︡

אל ︠ פּ ︡ḭ קּ
צּאל︡ קּ ḱ ṇ

ẑ ṇ צּ אל ךּ Ḯ
ṇ וֹףּ ךּ ףּ Ḯ

ṕ2020 2 ḱ ṇ Ṗ

üּף ḭ￼וֹ פּ
ẑ ףּ ḭּף

ḭ ךּ

ẑ

2030

100 %
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Ẋ ḱ נּ

ṇ  

2021 2022

衛生的で便利な商品・サービスの提供と、地球環境をより良くする活動への貢献の両立を目指します。

環境配慮型商品の開発
今までにないユニ・チャームらしい考え方で
「３R＋２R」を実践する商品・サービスの
展開件数。

開発継続中 2件 10件以上 2030年

気候変動対応
事業展開に用いる全ての電力に占める再生可能
電力の比率。

7.3% 11.0％ 100% 2030年

リサイクルモデルの拡大 紙おむつリサイクル設備の導入件数。 開発継続中 1件 10件以上 2030年

商品のリサイクル推進
資源を循環利用した不織布素材商品の
マテリアル・リサイクルの実施。

開発継続中 開発継続中
商業利用
開始

2030年

プラスチック使用量の削減
プラスチックに占めるバージン石化由来
プラスチックの比率。

開発継続中 開発継続中 半減
（2020年比）

2030年
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üṡ 2030 Ṣ

ẑ1 ḭ 2016 ︡ ךּ ︡ ḭ2020צּ ︡ḭ2019 ︡ Ḯ
ẑ2 ḭנּ ṕ ḱ Ṗ ṇ צּ קּ Ḯ ḭ ḭ ḭ ṇ ṇḭ צּ ︣Ḯ
ẑ3 וֹףּ CoC Ḯ
ẑ4 2022 ḭ Ễ Ḯṕ2020 ḭ2021 ףּ ︣ ḮṖ

2030
2021 2022 2023 2030 2050

プラスチック
問題対応

包装材における使用量削減 原単位 2019年※１ ▲0.2％ ▲12.3％ ▲14.0% ▲30％

新たな廃プラス
チック“0”社会
の実現

石化由来プラスチックフリー商品の発
売

－ － 開発継続 開発継続 開発継続
10SKU以上
発売

使用済み商品廃棄方法啓発 － －
38％

（6カ国・
地域）

50%
(8カ国・
地域）

56%
グループ
全社で展開

販促物でのプラスチック
使用ゼロ

－ 2019年
▲8.9％
（日本）

▲81.8%
（日本）

▲30%
グループ全社
で原則ゼロ

気候変動対応

原材料調達時CO₂排出量削減 原単位 2016年
9.7%
（日本）

▲12.6%
（日本）

▲14.3%
（日本）

▲17％

CO₂排出“0”
社会の実現

製造時CO₂排出量削減 原単位 2016年 ▲26.9％ ▲35.2％ ▲38.6% ▲34%

使用済み商品廃棄処理時CO₂
排出量削減

原単位 2016年
23.7%
（日本）

▲11.6%
（日本）

▲14.2%
（日本）

▲26%

森林破壊に加担
しない
（調達対応）

パルプ、パーム油の原産地
（国・地域）トレーサビリティ確認

森林由来
原材料※2

－ 97% 97.1% 98.0%
完了

購入する
木材について
自然森林破壊
“0”社会の実現

パーム油 － 77.2% 72.2% 80.0%

認証パルプ（PEFC・CoC認証）の
拡大

認証工場数
比率※3

－ 52.0% 56.0% 64.0%
100%

認証材調達比率 － 76.0% 72.3% 75.0%

認証パーム油（RSPO）の拡大 － － 77% 72.2% 80.0% 100%

紙おむつリサイクル推進 － － 開発継続 2件※4 2
10以上の
自治体で展開
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ü 2050 COŇ ¬0ºṕ Ṗ וֹ

2018年 V 日本で17番目の「2.0℃目標」設定企業として認証取得

2020年 V 「環境目標2030」設定

2022年
V 「1.5℃目標」修正に向け検討開始
V スコープ3を含む包括的なGHG排出量可視化プロジェクト開始

2024年
V SBTi※へ「1.5℃目標」申請予定
V 「1.5℃シナリオ」に基づき「環境目標2030」修正予定

ẑ SBTiṕThe Science Based Targets initiative ṖḲ ︡ḭ 1.5 ṹ נּ לּךּ וֹ ḭ
︡ ︣ כֿ ︡ ךּ ︣Ḯ
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GHG (Green House Gas) 
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üCOŇ ¬Ểº וֹ GHG ︡ḭ ṇ COŇ

GHG ḭṡ Ṣ

2030
2021 2022 2023 2030 2050

気候変動
対応

原材料調達時CO₂
排出量削減

原単位 2016年
9.7%
（日本）

▲12.6%
（日本）

▲14.3%
（日本）

▲17％

CO₂排出
“0”社会の
実現

製造時CO₂
排出量削減

原単位 2016年 ▲26.9％ ▲35.2％ ▲38.6％ ▲34%

使用済み商品
廃棄処理時CO₂
排出量削減

原単位 2016年
23.7%
（日本）

▲11.6%
（日本）

▲14.2%
（日本

▲26%

ṇ 3
GHG
פּ

2022年 2023年 2024年

ẑ 2023 נּ Ḯ
GHG

נּ
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Ẋ

ü  11% ṕ 2212 Ṗ

¢23 26%

ךּ

2030

100 Ṿ

ệ

ブラジル 100%

アメリカ 100%

中国 約26%

日本 約16%

ベトナム 約14%
ṕ ḭ ḭ ḭ ḭ ṇ Ṗ

ṕHartz Ṗṕ ṇ Ṗ

ü 100%
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ü 10 צּ ︣

ṡEastwood  Climate  Smart  Forestry  Fund  Ṣ

ṕ ḱ נּ Ṗ

וֹ ṇ ṇ

ü ṇ 50 % ︡ ZEB Ready ṕ Ṗẑ

ṇ

אל ṇ LED

48%

ףּ פּ

ẑ 4 ZEBṕNet Zero Energy Building ṕ ḱ ḱ ṇḱ Ṗ
Ṗ ṇ ḮZEB Ready ḭ ṇ ḭקּ

ṇ פּ 50 % ṇ
︡ ךּ אל ךּ Ḯ
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Ẋ
2030

10

ךּ נּ ṡ3R+2R Ṣ
︣ ḱ ṇ

ü
ẑ1 ︡

ףּ ︡
ẑ2

ẑ1 ︡ ףּ פּ ףּ ךּ
( 2020 12 UC Ṗ

ẑ2

üṡ Ṣ ẑ3 ḭ ףּ

ẑ3 ṡ Ṣ ︣ 5

פּ ףּ ḭ
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Ẋ

ü אל ḭ טּצּ

2030

10

ףּ

すべての素材を
使用済み紙おむつ

キレイに

オゾン漂白・殺菌は

אל ךּ

はじまっている

צּ
טּ
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ü ṕ ףּ פּ ףּ Ṗ

ḱ

ṥ Ṧ

ḱ ḱ

ṥ SAPẑṦ

（破砕）
（洗浄）

（分離）

ṥ Ṧ

ṥSAPẑṦ

（オゾン処理）

（SAP※再生化処理）
ףּ

（回収専用袋）

（紙おむつの使用）

ףּ

ẑ
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ü ףּ וֹ

ü SNS ︡ ṡ ףּ פּ ףּ

Ṣ וֹ

ü אל ḭ

ךּ

ü ףּ              

︡

ףּ ṇ
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Ẋ ḱ ṇ

ṇ  
2021 2022

全てのステークホルダーから信頼を得られるような公正で透明性の高い企業運営を目指します。

持続可能性を念頭に
おいた経営

外部評価機関による評価レベルの維持・向上の推進。 ― ― 最高レベル
2026年
から毎年

バリューチェーンにおける重大な人権違反の
発生件数。

発生ゼロ
１件※

（是正済）
発生ゼロ 毎年

適切なコーポレート・
ガバナンス の実践

重大なコンプライアンス違反件数。 発生ゼロ 発生ゼロ 発生ゼロ 毎年

ダイバーシティ
マネジメントの推進

女性社員に様々な機会を提供することによる
管理職における女性社員比率。

22.5% 23.2％ 30％以上 2030年

優れた人材の育成・
能力開発

社員意識調査の「仕事を通じた成長実感」における
肯定的な回答の比率。

81.4%
（日本）

89.2％
（全社）

80％以上 2030年

職場の健康と労働安全
システムの 構築

心身ともに社員が健康で安心して働くことができる
職場環境整備による心身の不良を 原因とした休職
者の削減比率。

6名
（日本）

４名
（日本）

半減
（2020年比）

2030年

ẑ ףּ ṇ SMETA ṕ Ṗ
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Ẋ ךּףּ

ü ESG ︣

ṕ ẑḭ Ṗ

2026 פּ

ḱ

ẑ טּ שּ

ṡ Ṣ ︡
No.1

ESG

V全社業績：全社売上高／全社コア営業利益／親会社の
所有者に帰属する当期利益（構成比20%〜50%）

V担当部門業績：担当部門売上高／担当部門利益
（構成比0%〜40%）

V全社重点戦略：役員自身で実行する優先戦略／ESG評価
（専門機関の評価等）（構成比20%〜50%）

V担当部門重点戦略：担当部門の最優先戦略
（構成比0%〜40%） 

SDGs

Purpose

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

ü ESG ︡ḭ

Ṅ ︢
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Ẋ ṇ

ü ḭ ḭ ṇ

︡ ṕ Ṗ

2030

30%

Ṅ ︣ כֿ
וֹףּ

19.4 19.7 
23.0 22.5 23.2 

13.3 13.3
14.7 14.4 14.4

24.9 24.6

28.3 27.8
29.2

0

10

20

30

40

'18/12 '19/12 '20/12 '21/12 '22/12

Ẍ
ṕṾṖ

Room  Lṧ ṇ

DẀI

安心感と働く意欲を高
める女性コミュニティ

執行役員との1on1で
リーダーの力を引き出す

ü צּ נּ ︡ḭ

ṕ Ṗ
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ü
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ṕ2023 1 Ṗ
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Ẋ ḱ

ü 2008 פּ ḭ ︣

2030

80%

ṡ ︢ Ṣ
וֹףּ

UP
スクラムリーダー手当

ブラザー＆シスター手当

キャリアナビゲーター手当

新入社員初任給変動制手当

スキル手当

4.39
2021  4.07 ṕ Ṗ

2022 ṕ Ṗ

ü ︡ḭ
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Ẋ ךּףּ

①各執行役員が、将来の取締役・執行役員候補者に対して、定期的に各候補者の
キャリアビジョン・キャリアプランを踏まえた面談を実施し、人材マップを作成・更新。

②代表取締役社長執行役員が、各執行役員に対して、四半期ごとに個別面談を実施し、客観的な判定が
可能な担当部門および執行役員個人の達成目標を決定するとともに実績を評価し、指導・育成。
社外取締役も各執行役員に対して年１回以上、各執行役員と個別面談機会を設定し、各執行役員の執行状況、
業務の課題を確認し大所高所からご助言をいただくことによって、課題解決に繋げ、経営者としてより高い

    視座を得るよう指導・育成。

③以上の仕組みの運用状況を定期的に指名委員会および報酬委員会に報告し、審議・討議。

④取締役会は、指名委員会における審議の結果を踏まえて、取締役候補者および執行役員を指名。

⑤中長期的な取締役および執行役員候補の発掘および育成を目的のひとつとして、
代表取締役社長執行役員の直轄人材育成プログラムとして「 グローバル15プロジェクト」
（部長級幹部を対象とし、15名前後を１期とし、３年間累計18回程度の会合を実施。
一般教養を学ぶ体験型研修を実施 ）や「戦略担当秘書制度」（30歳代の中堅社員を対象とし、
２ヶ月間所属部門から経営企画室へ異動し、代表取締役社長執行役員の秘書として活動し、OJTを通じて
経営者の思考特性、行動特性を学ぶ）等を実施。
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ü ︣ כֿ ṇ ︣ ṇ ṕ Ṗ

︣

קּ
UI/UX כֿקּ

Ṋ DX ṕ2023 7 Ṗ

ṡ ṇ / Ṣ

ṡ ḱDX

 Ṣ

ṡMDX Ṣ

製品価値

ṡ Ṣ ṡ Ṣךּ
ṕ פּ ṇ Ṗ

ṡ Ṣךּ ṡ Ṣךּ
ṕ ṇ פּ ṇ Ṗ

NOLA  &  DOLA
Necessity of Life with Activities & Dreams of Life with Activities
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ü ︣

ṡDX Ṣ

ü ṇ ṡLinkedIn Learning Ṣ

DX Excel PPT

海外 約2,000 名 100%

日本 約1,000 名 100%

ü ṇ EC ︣

 ṡEC Ṣ

ḭ ṇ ḭ
ṡLinkedIn Talent Awards 2022 Ṣ

ṡLearning Ṣ
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ü פּ וֹ צּ ḭ ︣ ḱ ṇ ṡBOP-Ship Ṣ

üṡThe  Unicharm WayṢ

ṡ Ṣ

ü PFṡKYOSHIN Ṣ
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ü ףּ ṇ ︣

ṡ ףּ Ṣ

ü ṇ ︣

ṡ ṇ Ṣ ṡ Ṣ ṕ Ṗ

ẑ DOQAT https://doqat.jp/

登録数：約170万名
（2023年6月時点）

チーム ムーニー
登録会員数：約188万会員
（2023年6月末時点）

ユーザー数：約2.9万名
（2023年6月末時点）

登録数：計3.9万名
（2023年6月末時点）

ü ṇ ︣ ḭ ṇ  ṇ ṇ

ṡ Ṣṡ ṇ ṇ

Ṣṡ ṇ Ṣ

ü ḭ ︣ ףּ

ṇ DOQAT ẑ
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ü RABOẑ1 ḭ

ṇ

ü CHaiLD ẑ3 ḭ

ḭ

ẑ2 פּ ︣ ḭAI IoT ︡
ךּ︡ ṇ ︡ וֹ

ẑ1 RABO https://rabo.cat/company/

ẑ3 CHaiLD https://c - c- s.jp/ 

ü וֹ ṇ ףּ

ṡ Ṣ ḭ ḭ

ü ṇ ẑ2 ḭ

פּ

47都道府県
3,600 ヵ所以上導入
（2023年6月時点）
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ü Ṅ ḭỔoở ︡ ṇ ṇṕ Ṗ

ü EDI ẑ2 ︡ ASNẑ3 וֹ

ẑ1 Supervisory Control And Data Acquisition

SCADAẑ1 ṇ

ẑ2 Electronic  Data  Interchange ẑ3 Advanced  Shipping  Notice

ASN ṕ ṖEDI
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ü ṇ ṧO2O ṇ ṡ ṕPet note ṖṢ

ü ḭ ṇ ︣

ṡSofy Girl Talk Ṣ

ü ṇ ףּ ṇ ︣

ṡMamypoko  ClubṢ
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V 4 ṡ Ṣ

V ṡCDP2022 ṇḱ ṇ ḱ ṇ ṇṢ

4

V ṡLinkedIn  Talent Awards 2022 Ṣ ṡLearning Ṣ

5
V 50 ṡ Ṣ

V ṡ ṇ ṇ ṕDX Ṗ2023 Ṣ ṡDX 2023 Ṣ
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ẑ ḱ ṇ MSCI ḭּף ṇ וֹףּ MSCI ḭ
ṇ ṇ ḭ ṇ ṇ ḭ ḭMSCI ḱ ṇ

ḭ טּ ךּ ṇ טּ ḮMSCI MSCI ︣Ḯ
MSCIּף ḭMSCI ṇ ṇ שּ︡ ṇ ṇ ︣Ḯ

ẑ ︡ ףּ ︣Ḯ
https:// www.unicharm.co.jp/ja/company/news/2023/0725 -02.html
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ṇ

GPIF ESG וֹףּ 6

E

S

G
ẑ ḱ ṇ MSCI ḭּף ṇ וֹףּ MSCI ḭ ṇ ṇ ḭ ṇ ṇ ḭ ḭ

MSCI ḱ ṇ ḭ טּ ךּ ṇ טּ ḮMSCI MSCI ︣Ḯ
MSCIּף ḭMSCI ṇ ṇ שּ︡ ṇ ṇ ︣Ḯ

ESG

ẑ ︡ ףּ ︣Ḯ
https://www.unicharm.co.jp/ja/company/news/2023/0725 -02.html
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2019 2020 2021 2022

CDP SCORES

B A- A- A-

ṕ Ṗ
B B- B B

B- B- B B

MSCI  ESG RATINGS BBB A BBB A

FTSE ESG RATINGS 3.5 3.7 3.9 4.0
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「尿もれケア・排泄ケア」講座
尿もれケア：累計171回開催（2023年6月末時点）

排泄ケア：累計323回開催（2023年6月末時点）

「大人おむつカウンセリング」ユーザー数 約29,000 名（2023年6月末時点）

「みんなの生理研修」動画提供数
https://www.sofy.jp/ja/campaign/minnanoseirikensyu.html

約400の企業・団体（2023年6月末時点）

「ソフィガール」（生理管理アプリ）利用者数 https://www.sofy.jp/ja/app/sofygirl.html
「ソフィ」（生理管理アプリ）利用者数 https://www.sofy.jp/ja/app/sofy.html

合算累計約1,700,000 名（202 3年6月末時点）

TikTok「さらけだ荘」再生数 https://www.tiktok.com/@sofy_official_7days/ 約600万回（2023年6月末時点）

初潮教育・月経教育（オンライン含む） インド：約571,000 名（2023年6月末時点）

初潮教育・月経教育（母娘で学ぶセッション） インド：計338回 約10,000 組（2023年6月末時点）

初潮教育サイト「Charm Girls Talk 」登録数 インドネシア：約80,000 名（2023年6月末時点）

「チーム ムーニーポイントプログラム」登録会員数
https://jp.moony.com/ja/apps/moonypoint.html

累計約1,880,000 会員（2023年6月末時点）

「手ぶら登園」利用施設数 47都道府県 3,600 ヵ所以上（2023年6月時点）

ペットのQ&Aサービス「DOQAT」登録数
https://doqat.jp/

約39,000 名（202 3年6月末時点）

ṡKyo -sei  Life  Vision  2030 Ṣ ṇ
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私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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